
研究室だより争

東京大学工学部計数工学科

当学科のOR関係の研究室は 3 年半ほど前に紹介ずみ それらにもとづく対象への働きかけ(制御)までの全体

なので，今回は学科全体の紹介をさせていただきます. をカパーしています. コースの重点は数理および物理の

学科は「数理工学J および「計測工学」の 2 コースから パランスのとれた素養の上で工学を行なうことにあり，

なっていますが， í計数工学科j と L 、うやや王手慣れない 今後新たに遭遇するであろう諸々の問題に対しでも広い

名前は，コースの頭文字を合わせたものだとも，そうで 視野と統一的理念の下で解決していけるエンジニアの育

はないとも言われています. í計数」→「コンヒ。ュータ J 成を目指しています.一一計誤Ij系の科目としては，回路，

と L 、う連想をされる方も多いようですが，実際の内容は 計測，制御，認識，生体，等に関連したものが多い.

それとはかなり違っています 4 年生の後期 (10月一 2 月)には卒業論文があります

学科の設立は昭和38年ですが，前身は昭和26年に組織 が，あるコースで学んだ学生が他のコースの教官を指導

された応用物理学科内の同名の 2 コースです.第 3 のコ 教官として選ぶことも大いに奨励しています.短期間で

ースを前身とする物理工学科とは現在でも緊密な連携を すので，開始時にはDPや PERTを引き合いに出して，

保っており，図書室・工作室等を共有しているほか 2 締切から逆算して十分余裕をもって研究をするように言

年のカリキュラムは両学科まったく同一であり 3 ・ 4 うのですが，学生諸君にとっては 10月時点における 2 月

年生でも共通の部分が多く，互いに補い合って教育を行 というのは無限の彼方のように思われるらしく，のんび

なっています.工学部の他の学科が主として産業別の区 り構えていて最後にあわてふためく者が少なからずいる

分になっているのに対して，両学科は横断的な教育・研 のは嘆かわしいことです.

究をめざす学科であるといえましょう. 年によって違いはありますが，学部卒業生の 4-5 割

数理工学コースの目標はおよそ次のようになっていま 程度が修士課程に進学します.そのさいも，出身コース

す.一一「数理j と L 、うのは単なる「数学J ないしはそ や卒業論文で配属された研究室とは別の研究室へ行くこ

の「応用J のことではない.数理工学者・技術者は，広 とを歓迎しています.修士課程修了者の大部分は就職し

い工学的技能・常識，古典的近代的数学の基本的な考え ますが(学部卒を含む)，就職先は，学科の性格を反映し

方に通じているにとどまらず，これを自由に駆使して工 て特定の業種に偏ることがなく，きわめて多方面にわた

学の基礎的な問題にも現場の実践的な問題にも深く切り ります.近頃話題になっている“工学部出身者の金融業

込むことができなければならない.一一これはORの目 への就職"は，当学科にとっては目新しいことではなく，

標とよく似ているのではないでしょうか. 学科発足当時から見られている現象です.

数理コースの科目の中には，位相・代数・線形・解析 教官組織を詳しく述べる余裕がなくなりましたが， 11 

・確率・計算とし、う基礎 6 科目(講義+演習;一説によ 講座，教授 1 1，助教授 10，助手 18名からなり，ほぼ半分

ると，学生の間では“数理六地獄"と呼ばれているとか) ずつに分れて商コースの教育に当っています.学科にぴ

の他に，統計，計算機，情報，システム，言語，生体等 ったり対応する学会がないため，所属学会も種々さまざ

に関連した科目，製図，実験，工作等があります. まで人でいくつもの学会に入っているのが普通(筆

一方，計測工学コースについては，次のようになって 者は 7 つ)であり，会費の値上げや学会の新設にはかな

います.一一計測工学は対象からの情報の収集(測定)， りの抵抗感があるようです伏見正則)

得られた情報からの重要な知識の抽出(情報処理と認識)
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